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百年のパトンにぎって築<夢
置県百年シンボルマーク



富山の四季①

「 1979年作

キャンパス・油彩

90. 9j/X 116.9手ン

誠高田

望を希
も
と

中のさし厳
事F

こ
の
作
品
は
昭
和
五
十
四
年
五
月
、

県
立
美
術
館
建
設
準
備
室
の
招
き
に

よ

っ
て
来
県
し
た
作
者
が
、
上
市
町

馬
場
島
で
取
材
し
た
も
の
で
す
。

こ
こ
に
は
、
私
た
ち
富
山
県
人
が

抱
い
て
い
る
峻
厳
な
剣
岳
と
は
違

っ

た
、
た
お
や
か
で
ロ
マ

ン
チ

ッ
ク
で

図

匂26場島

略

ま
る
で
お
と
、
ぎ
話
の

一
コ
マ
の
よ
う

地

な
世
界
が
描
き
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

(残

キオ

雪
の
春
景
色
)
は
、
こ
の
作
家
の
得

意
と
す
る
と
こ
ろ
で、

一
見
な
ん
で

取

も
な
い
平
凡
な
風
景
画
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と
随
所
に
北

国
特
有
の
足
ば
ゃ
に
う

つ
ろ
い
ゆ
く

季
節
の
流
れ
が
実
に
巧
み
に
描
か
れ

」
こ
に
は
、
春
か
ら
夏

へ
、
夏
か
ら

いきいき富山
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「富山を描 く - 1 00人 1 00景」 展開催一一一一一19~21

日寺づ、 て
を高萌iい
経い黄ぎま
ず丘色す
しのの 。
て う木
や え々
がのの
て 樹若
訪々芽
れ の は
る 深春
暑 緑を
しミ は

冬
へ
と
い
う
生
き
も
の
全
て
が
持
つ

会
員
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
推

挙
の
理
由
が
「
点
描
の
手
法
を
用
い

て
、
日
本
の
山
と
取
り
く
み
、
温
み

時
の
う

つ
ろ
い
の
哀
し
み
と
で
も
い

う
べ
き
も
の
が
誇
張
の
な
い
筆
に
よ

っ
て
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
あ
る
豊
か
な
色
彩
で
、
自
然
の
厳

し
さ
と
深
さ
を
画
面
に
表
現
し
た
」

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

夏
を
、
そ
し
て
剣
岳
の
残
雪
は
冬
を

作
者
は
大
正
二
年
埼
玉
県
浦
和
市

に
生
ま
れ
、
昭
和
五
十
三
年
芸
術
院

よ
く

一
枚
の
作
品
を
見
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
作
者
の
生
い
た
ち
ゃ
人
間

性
ま
で
わ
か
る
と
い
わ
'れ
ま
す
が
、

こ
の
作
品
に
も
作
者
の
誠
実
で
温
厚

象
徴
的
に
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
県
立
近
代
美
術
館
収
蔵
美
術
作
品
紹
介
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

収
蔵
作
品
の
中
か
ら
富
山
県
出
身
の
作
家
、
富
山
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る

作
家
の
作
品
十
二
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
は
、
置
県
百
年
を
記
念
し
て
聞
か
れ
る
「
富
山
を
描
く
l

m
人
間
景
」
展
の
作
品
の
な
か
か
ら
十
二
点
を
選
び
、
作
家
の
目
か
ら

見
た
富
山
を
紹
介
し
ま
す
。

な
人
柄
が
よ
く
表
わ
さ
れ
て

い
ま
す
。
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昭和58年度富山県予算成立

一
一
月
定
例
県
議
会
で
慎
重
な
審
議
を
経
て
、

三
月
十
二
日
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
予
算
案
は
、
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福
井
文
夫
)

く

じ

予
算
編
成
の
基
本
方
針

昭
和
五
十
八
年
度
の
県
の
財
政
は
、
県
税
の
伸
、
び
が
期
待
し

難
く
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
減
額
と
な
り
、

源
が
前
年
度
を
大
き
く
下
回
る
な
ど
、

て
い
ま
す
。

一
般
財

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
環
境
で
す
が
、
置
県
百
年
を
迎
え
、

富
山
県
の
新
し
い
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
県
宇つ

く
り
を
目
指
し
、

県
民
総
合
計
画
を
基
本
に
「
人
守
つ
く
り
」
、
「
郷
土
守つ
く
り
」
、
「
産

業
、
つ
く
り
」
の
三
大
政
策
が
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
払
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た

財
源
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
よ
う
、
施
策
に
創
意
と
工
夫
を

こ
ら
す
な
ど
、
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
努
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
厳
し
さ
の
中
に
も
、
県
民
が
夢
と
希
望
を
も
て

る
よ
う
積
極
的
な
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
全
面
的
に
愛
け
入
れ
る
と

と
も
に
、
県
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
限
り
配
慮
し
ま

4 

し
た
。

ま
た
、
置
県
百
年
を
意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
置
県
百

年
を
記
念
す
る
諸
事
業
が
、
県
民
総
参
加
の
も
と
に
円
滑
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
鋭
意
検
討
を
進
め
、
新
年
度
予

算
に
そ
の
成
果
を
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

「
明
日
を
拓
く
人
守
つ
く
り
、
「
魅
力
あ
る
郷
土
ゃ
つ
く
り
」
、
「
活

力
あ
る
産
業
ゃ
つ
く
り
L

の
三
大
政
策
を
中
心
に
、
予
算
の
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。



昭和58年度富山県予算重点項目別一覧表

問
一
明
日
を
拓
く
人
づ
く
り
一
魅
力
あ
る
郷
土
つ
く
り
一
活
力
あ
る
産
業
つ
く
り

県
民
本
位
の
県
政

重 要 項 目 100億円

健 康 づ く

社会福祉の充実

生涯学習の推進

文化の県づく 7億6，600万円

若者と婦人の力を社会に 10億7，900万円

300億円

~254億3 ， 800万円

1199億900万円

200億円 400億円
よ

500億円 600億円 700億円

798億印刷|

心のふれあう快適な暮らしの実現

魅力ある地域づくり

生活基盤の充実

総合交通体系の整備

国際化時代への対応同000万円

技術立県をめざして h噌僧いmτ回
一新技術時代への対応- W1吋幅;}， IVV/Jリ

農 林水産業の振興

創造性豊かな工業の育成

第三次産業の振興08億7，400JJ fI.J 
雇用の安定口幻億7.200JJ fI.J 

開かれた県政の展開 ~3飢500JJ fI.J
計画行政、総合行政の推進日14億40闘

行政運営の効率化

J 1鵬 6，200万円

252億7，500万円

い44億3，400万円

置県百年記念事業

3 

!コ40澗，200万円
13時仏300万円

1454億1，600万円

l47揃，700万円

(単位:100万円)

2
 

一般会計予算の
あらまし

800億円
県債 354億6，000万円(11.0%)

使用料及び手数料 75憶4，440万円(2.3%)

分担金及び負担金 61憶7，135万円(1.9%)

公債費 2741:意8，393万円 (8.5%)

警察費 164億4，963万円 (5.1%)

民生費 155億4，986万円(4.8%)

衛生費 138憶5，775万円(4.3%)

総務費 136億1，839万円(4.2%)

商工費 125憶9，642万円(3.9%)

その他 110憶 217万円
(3.4%) 



ん九
機

身体障害者の社会復帰のための基幹施設として
のリハビリテーション専門病院の建設推進

年
々
高
ま
る
生
涯
学
習
の
場
と
機
会
の
確

保

(熱
心
に
耳
を
傾
け
る
県
民
大
学
校
の

受
講
生
)

健康の維持、増進のため、体力測定

スポーツ活動の場として建設される総合体育センターに励む(健康増進センターで)

福祉を推進する
ア活動・在宅福ふれあいに満ちた

ため、ポランティ
祉などを充実

活
力
と
温
か
な
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
富
山
県
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で

創
造
性
に
富
み
、
し
か
も
、
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心
を
も
っ
た
県
民

に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
す
。

人
づ
く
り
こ
そ
、
明
日
の
富
山
県
を
拓
く
鍵
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
総
合
的
な
施
策
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

一一一一
一
健
一一一一一一川
康
一一一一一……一一一一一一
づ
一一一一一一一一一一一一一一
〈
一一一一一一一一一一一一一一
り
一一一一

生
涯
を
通
じ
て
、
健
や
か
で
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
生
活
は
、
県
民

一
人
ひ

と
り
の
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ

く
る
L

と
い
う
自
覚
に
支
え
ら
れ
た

健
康
。
つ
く
り
の
実
践
が
基
礎
と
な
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
健
康
♂
つ
く
り
推
進
協

議
会
を
設
け
、
県
民
が
年
代
に
応
じ

た
健
康
ず
つ
く
り
を
効
果
的
に
実
践
で

き
る
よ
う
、
県
民
健
康
。
つ
く
り
実
践

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

土
A
F

ル
に
、

引
き
続
き
健
民
運
動
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
が
ん
登

録
制
度
の
研
究
、
壮
年
期
か
ら
の
保

健
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
守つ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

|
シ

ョ
ン
の
振
興
に
つ
い
て
は

ス
ポ
l

ツ
の
長
期
的
・

総
合
的
な
取
り
組
み

体
制
を
確
立
す
る
た
め

「
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
行
う
ほ
か

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
推
進、

日
常
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
の
整
備
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
拡
充
な
ど
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
整
備
と
し
て
、
県
民
公
園
太
閤
山

ラ
ン
ド
の
開
園
、
有
峰
湖
周
辺
の
ふ

る
さ
と
自
然
公
園
国
民
休
養
地
の
整

備
、
立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
、
し
ん

き
ろ
う
自
転
車
道
な
ど
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ま
す

ま
す
複
雑
化
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
対

社

会
一一福
祉

!の:

県
民
す
べ
て
が
不
安
の
な
い
幸
せ

り
わ
け
、
家
庭
、

地
域
社
会
、
施
設

の
三
者
が

一
体
と
な

っ
て
、
ふ
れ
あ

い
に
満
ち
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
供
給

す
る
地
域
総
合
福
祉
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
振
興
を
図
る
た
め
、
富
山
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
金
を
創
設
す
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
老
人
が
健
康
で
生
き
が
い

を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
ゲ
ー

ト
ボ

l
ル
場
の
整
備
に
対
し
て
助
成

す
る
な
ど
高
齢
者
対
策
を
き
め
細
か

な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
福
祉
の

く
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
在
宅
の
要
援
護
老
人
の

た
め
の
デ
l

・
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整

備
や
施
設
援
護
を
必
要
と
す
る
老
人

の
た
め
の
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
な

ど
の
整
備
に
対
し
て
、

助
成
し
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
老
人
保
健
法
の
施
行
に
伴
う

一
部
負
担
金
を
、
重
度
、
中
度
の
障

害
を
も
っ
老
人
に
対
し
て
県
単
独
で

肩
代
わ
り
し
ま
す
。

障
害
者
に
対
す
る
施
策
と
し
て

心
身
障
害
児
総
合
通
園
セ
ン
タ
ー
の

建
設
着
手
や
重
度
身
体
障
害
者
授
産

応
で
き
る
よ
う
、
医
療
供
給
体
制
の

確
立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
リ
ハ
ピ

リ
テ
|
シ
ョ
ン
専
門
病
院
の
建
設
を

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
精
神
科
医
療
の
充
実
と
し

て
、
回
復
途
上
に
あ
る
精
神
障
害
者

の
共
同
生
活
の
場
と
し
て
の
中
間
施

4 

設
を
試
行
的
に
設
け
、
精
神
障
害
者

の
社
会
復
帰
を
促
進
し
ま
す
。

特
定
疾
患
対
策
と
し
て
、
高
額
療

養
費
自
己
負
担
限
度
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
県
が
単
独
で
指
定
し
て
い
る

特
定
疾
患
の
患
者
に
対
す
る
入
院
治

療
費
の
助
成
額
を
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
老
人
保
健
法
の
施
行
に
伴
う

七
卜
歳
以
上
の
患
者
の

一
部
負
制
一
金

を
-
間
代
わ
り
し
ま
す
。

充
…実
J
W

一

充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と

施
設
の
建
設
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、

心
身
障
害
者
の
雇
用
促
進

を
進
め
る
と
と
も
に
、
県
立
に
い
か

わ
養
護
学
校
の
開
校
、
富
山
ろ
う
学

校
の
校
舎
の
改
築
な
ど
障
害
児
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

児
童

・
母
子
福
祉
と
し
て
、
保
育

所
や
児
童
館
の
整
備
、
運
営
に
つ
い

て
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童

ク
ラ
ブ
、
母
親
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域

組
織
の
育
成
に
努
め
、
ま
た
、
障
害

児
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
研
究
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

一一一生
一一
一
涯
一学
一一
習
ι

の
川推
進
一

5 

厳
し
い
内
外
環
境
の
な
か
で
、

明

日
の
富
山
を
担
い
、
二
十
一

世
紀
を

切
り
拓
い
て
い
く
の
は
、
広
い
視
野

と
進
取
の
気
性
、
豊
か
な
人
間
性
を

本年度新しく開校する呉羽高校

も
っ
た

一
人
ひ
と
り
の
県
民
で
す
。

こ
の
た
め
、
近
年
高
ま
っ
て
き
て

い
る
県
民
の
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
に

こ
た
え
る
た
め
、
生
涯
学
習
の
場
と

機
会
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

新
た
に
創
造
性
開
発
に
関
す
る
基
礎

的
な
調
査
研
究
、
創
造
性
開
発
講
座

の
開
設
な
ど
豊
か
な
創
造
力
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

四
月
に
水
橋
、
呉
羽
、
福
岡
の
普
通

科
高
校
三
校
が
開
校
す
る
ほ
か
、
既

設
高
校
の
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
教
師
と
児
童

・
生
徒
の
心

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
指
導
を

基
本
と
し
て
、
学
校
ぐ
る
み
、
地
域

ぐ
る
み
の
指
導
体
制
を
一
層
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

私
学
の
振
興
に
つ
い
て
も
、

私
学

の
高
校
生
急
増
受
け
入
れ
体
制
整
備

に
対
し
て
助
成
を
図
り
ま
す
。

高
等
教
育
機
関
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
国
立
高
岡
短
期
大
学
の
創
設
に

伴
う
協
力
体
制
の
整
備
、
県
立
技
術

短
期
大
学
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
教
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
新
し
い

大
学
の
設
立
構
想
の
検
討
な
ど
高
等

教
育
機
関
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は

社
会
教
育
振
興
基
金
の
充
実
、
生
涯

学
習
の
拠
点
で
つ
く
り
、
社
会
教
育
体

制
の
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す。



質の高い文化を創造するため、
芸術文化事業を推進

若者の力が社会のために発揮できるよう
な体制を整備 (今後の青年学級活動につ
いて話し合う若者たち)

明るく温かい家庭やコミュ二ティ
活動などを通じて、心ふれあう快
適な暮らしを実現

美しい郷土の実現をめざした、
花と緑いっぱい運動を展開

文

一一化

め

一一
廉

!っ
…川
《
一一一
一り

心
の
や
す
ら
ぎ
や
潤
い
を
求
め
る

県
民
の
文
化
活
動
へ
の
期
待
に
こ
た

ぇ、

地
域
に
根
ざ
し
た
水
準
の
高
い

文
化
を
創
造
す
る
た
め
、

ま
ず
、
芸

術
文
化
の
振
興
と
し
て
、
芸
術
文
化

振
興
基
金
を
充
実
す
る
ほ
か
、
多
く

の
芸
術
文
化
事
業
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

土
A
F
K
J」

県
内
移
動
美
術
館
の
開
設

文
化
的
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は

新
た
に
文
化
性
導
入
に
関
す
る
委
員

会
の
設
置
や
水
と
緑
の
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
河
川
を
活
用
し
た
水

に
親
し
め
る
護
岸
な
ど
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

若
者
と
婦
木
の
力
を
社
会
に

富
山
県
の
第
二
世
紀
を
切
り
拓
く

若
者
が
郷
土
を
愛
し
、

心
身
と
も
に

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
よ
う
、
家
庭
、

学
校

地
域
社
会
が

一
体
と
な

っ
て

青
少
年
健
全
育
成
運
動
を
進
め
る
と

を
企
画
す
る
ほ
か

新
た
に
県
立
博

社
会
や
郷
土
守つ
く
り
の
場
で
発
揮
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

就
労
婦
人
対
策
の
強
化、

研
修
機
会

の
増
大
な
ど
、
婦
人
施
策
の

一
層
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

6 

物
館
建
設
の
た
め
の
基
礎
調
査
に
取

り
組
み
ま
す
。

と
も
に
、
砺
波
青
少
年
の
家
体
育
館

の
建
設
、
高
校
生
な
ど
の
社
会
参
加

の
推
進
、
県
内
高
校
生
の
海
外
派
遣

な
ど
を
行
い
ま
す
。

婦
人
が
そ
の
能
力
と
情
熱
を
地
域

温
か
い
{
杢
挺
と
心
ふ
れ
あ
う
地
域
社
会
、
快
適
で
美
し
い
郷
土
は
、
県

民
生
活
の
基
盤
で
す
。
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
た
明
日
の
富
山
県
の
発
展
の
基
礎
を
築
く
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
環
境

を
整
え
、
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

!:~:JI 
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心
ふ
れ
あ
う
快
適
な
暮
ら
し
を
実

現
す
る
た
め
、
「
あ
た
た
か
い
暮
ら
し

守つ
く
り
事
業
」
に
よ
り
啓
発
活
動
を

進
め
、
家
庭
機
能
の
充
実
を
図
る
と

と
・も
に
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
実
践

ら
し
を
守
る
た
め
、
地
域
に
…
所
持
し

た
街
頭
警
察
活
動
の
強
化
を
図
り
ま

す
。防

火

・
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、

防
災
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

適
マ

l
ク
の
徹
民
、
観
光
旅
館
の
防

火
施
設
整
備
に
対
す
る
融
資
制
度
の

創
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

地
区
の
指
定
な
ど
通
じ
て
、
心
の
ふ

れ
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
努

め
ま
す
。

消
費
生
活
の
安
定

・
向
上
を
図
る

た
め
、
消
費
者
の
啓
発
、
消
費
者
相

快
適
な
生
活
環
境
を
形
成
し
て
い

く
た
め
、
引
き
続
き
公
言
の
監
視
、

新
し
い
環
境
管
理
計
画
策
定
の
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
県
民
総
ぐ

る
み
県
土
美
化
運
動
と
花
と
緑
の
県

づ
く
り
事
業
を
強
力
に
展
開
し
ま
す
。

県
土
美
化
運
動
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
美
化
モ
デ
ル
地
区
を
設
定
す
る

談
の
充
実
、
消
費
生
活
講
座
の
開
設

な
ど
消
費
者
保
護
に
努
め
る
と
と
も

に
、
物
価
安
定
の
た
め
の
適
切
な
対

策
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
民
の
安
全
で
平
隠
な
暮

ほ
か
、
「
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」

「
海
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」

な
ど

を
全
県
的
に
推
進
し
ま
す
。

花
と
い
仰
の
県
♂つ
く
り
事
業
に
つ
い

て
も
、
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
を
め

ざ
し
て
総
合
的
な
グ
リ
ー
ン
フ
ラ
ン

を
策
定
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
花
と

紙
い

っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

リ魅
力
あ
る

一地
域
ぃ
つ
《
一り

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な

県
土
は
、
県
民
の
誇
り
で
あ
り
、
こ

の
県
土
の
特
性
は
、
最
大
限
に
生
か

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

生
活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
、
潤

い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
空
間
を
求
め

る
た
め
、
個
性
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
ま
ち

づ
く
り
計
画
の
策
定
と
ま
ち
3

つ
く
り

総合的な雪対策を展開し、雪害の克服や
積極的な活用を推進

事
業
に
対
し
、
助
成
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
農
村
総
合
整
備
モ

デ
ル
事

業
や
農
村
下
水
の
積
極
的
整
備
を
進

め
る
ほ
か
、
農
業
用
本
の
通
年
通
水

を
図
り
、
農
村
の
生
活
環
境
の
改
詐

を
進
め、

山
村
過
疎
地
域
に
つ
い
て

も、

地
域
の
振
興
を

一
層
図
り
ま
す
。

海
洋
の
開
発
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

富
山
湾
の
総
合
利
用
に
つ
い
て
引
き

続
き
調
査
研
究
を
実
施
す
る
ほ
か
、

日
本
海
に
関
す
る
海
洋
情
報
、
不
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
め
ざ
し
、
調
査
や

資
料
収
集
を
進
め
ま
す
。

雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
調

査
、
研
究
を
進
め
、
総
合
雪
対
策
の

碓
立
を
図
る
と
と
も
に
、
「無
雪
害
ま

ち
ずつ
く
り
事
業
」
の
継
続
実
施
、
雪

捨
場
の
確
保
、
安
全
施
設
の
整
備
、

除
雪
機
械
の
充
実
な
ど
を
凶
り
、

雪

フ

に
強
い
県
土
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

水
利
問
の
促
進
と
工
、
ネ
ル
ギ
|
資

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
ミ

ニ
水
力
発
電
の
開
発
利
用
の
調
査
、

農
業
用
水
な
ど
を
利
用
し
た
中
小
水

力
発
電
の
開
発
、
上
市
川
第
二
発
電

所
の
建
設
、
上
市
川
第
三
発
電
所
の

建
設
着
手
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

快
適
な
県
民
生
活
を
営
む
た
め
に

は
、
住
宅
、
上
下
水
道
な
ど
生
活
基

盤
の
整
備
、
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
対
策
と
し
て
、「
住
み
よ
い
家

手
つ
く
り
資
金
融
資
制
度
L

の
一
層
の

充
実
を
図
る
ほ
か
、
雪
に
強
い
住
宅

づ
く
り
を
め
い
き
し
て
、
耐
雪
住
宅
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
な
ど
、
風



土
に
合
っ
た
快
適
な
住
宅
の
開
発
普

及
に
努
め
ま
す
。

称
名
地
区
に
歩
道
橋
、
園
地
な
ど
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

化
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
着
工
す
る
予

定
で
す
。

自然に親しむことのできるよう、
県民公園や国立公園を整備

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
農
村
部

自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は

県
土
保
全
対
策
に
つ
い

さ
ら
に
、

に
お
い
て
簡
易
水
道
の
整
備
、

給
水

新
た
に
自
然
環
境
管
理
計
画
の
策
定

県
民
の
生
命
財
産
を
災
害
か

て
は
、

新
た
に
野
鳥
の
園
の
整

ら
守
り
、
安
全
で
快
適
な
県
土
づ
く

原
価
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

す
る
ほ
か
、

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
の
整
備
に

備
に
着
手
す
る
な
ど
野
鳥
の
保
護
と

り
を
推
進
す
る
た
め
、

引
き
続
き
、

つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の

一

部
処
理
開
始
に
向
け
、

A
7
年
度
は
浄

愛
鳥
思
想
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

治
山

砂
防
、
河
川
改
修
、
海
岸
保

国
立
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は

全
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

傘公 j
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:備:

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
方
々
や
関
係
市
町
村
の
十
分
な
理

解
と
協
力
の
も
と
に
、
地
域
社
会
と

調
和
し
た
新
幹
線
計
画
が
円
滑
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

内
に
滑
川

・
朝
日
聞
が
開
通
す
る
予

的
な
県
内
道
路
網
整
備
計
画
の
策
定

に
と
り
か
か
り
ま
す
。

定
で
あ
り
、
残
る
上
越
・
朝
日
間
に

59年3月の開港をめざし、富山新空港、
ターミナjレピルの建設を推進

つ
い
て
も
、
昭
和
六
十
二
年
度
開
通

港
湾
に
つ
い
て
は
、
富
山
新
港
東

を
目
途
に
建
設
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

部
埋
立
事
業
を
本
格
化
す
る
ほ
か
、

B 

東
海
北
陸
自
動
車
道
や
能

港
湾
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、

富
山
新
空
港
に
つ
い
て
は
、
予
定

ど
お
り
五
十
九
年
三
月
に
、
ジ
エ
ツ

越
自
動
車
道
の
早
期
着
工
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
高

国
道
八

号
の
滑
川
・
富
山
バ
イ
パ
ス
の
早
期

岡
交
通
安
全
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
開

ト
機
の
就
航
を
目
指
し
、
工
事
を
進

め
る
と
と
も
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ピ
ル
に

完
成
な
ど
基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進

始
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
、
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
を

重
点
と
し
た
交
通
安
全
対
策
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

つ
い
て
も
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
建
設

さ
ら
に
、
効
率
的
、
合
理
的
な
地

を
進
め
て
い
ま
す
。

域
交
通
、
不
ッ
ト
ワ

l
ク
を
形
成
す
る

た
め
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
、
体
系

に

一
層
努
め
ま
す
。

北
陸
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
年

一国
際
化
時
代
へ
の
一対
応
一一

j・圃F・..圃E冒
海外派遣事業や交流事業により

国際化時代へ対応

流
の
つ
ど
い
」
の
開
催
、
友
好
諸
外

ま
す
ま
す
活
発
化
す
る
国
際
化
に

要
で
す
。

対
応
す
る
た
め
、
広
い
視
野
を
持

つ

」
の
た
め
、
青
年
の
翼
を
い
問
米
に

固
と
の
親
弄
関
係
の
推
進
な
ど
を
図

た
人
材
の
育
成
や
人

・
物

・
情
報
の

交
流
の
促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

婦
人
の
翼
を
北
米
に
派
遣
し
ま
す
。

ま
た
、
「
婦
人
と
青
少
年
の
国
際
交

り
ま
す
。

活
力
あ
る
産
業
は
、
県
民
の
就
業
機
会
を
維
持
、
創
出
し
、
県
民
所
得

の
向
上
を
も
た
ら
し
、
安
定
し
た
豊
か
な
県
民
生
活
を
実
現
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
充
実
や
地
域
文
化
の
形
成
を
支
え
て

い
く
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
施
策
を
行
い
ま
す
。

一一一
一
技
術
立
川県
を
め
一一ざ
じ
一一
一
で
一一一一一一
一

科学技術に親しむ風土をつくリ、

創造性豊かな人材を育成

科
学
技
術
は
、
経
済
社
会
を
発
展

て
い
く
た
め
の
環
境
条
件
を
整
備
し

よ
る
共
同
研
究
を
推
進
す
る
ほ
か

さ
せ
る
原
動
力
で
あ
り
、
産
業
存
立

の
基
盤
で
す
。
こ
の
た
め
、
技
術
立

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
食
品

研
究
所
の
オ
ー
ブ
ン
、
薬
事
研
究
所

て
い
き
ま
す
。

富
山
県
科
学
技
術
振
興
会
議
を
設

置
し
、
科
学
技
術
振
興
の
方
向
を
見

定
め
、
科
学
技
術
教
育
の
充
実
や
人

県
を
め
ざ
し
、
科
学
技
術
に
親
し
む

風
土
の
譲
成
を
通
じ
て
、
創
造
性
豊

か
な
人
材
を
育
て
る
と
と
も
に
、
技

お
よ
び
果
樹
試
験
場
の
建
設
準
備
調

査
を
行
う
な
ど
、
公
的
試
験
研
究
機

関
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。

材
交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
産
業
界
、
大
学
、
行
政
に

術
革
新
の
動
向
に
積
極
的
に
対
応
し

9 

一…農
一林
一一一本
一一産
一一
一
世柄
引の
振
一興
川

や
村
ぐ
る
み
米
c

つ
く
り
な
ど
に
よ
る

高
生
産
、
高
付
加
価
値
農
業
の
実

現
を
め
ざ
し
、
技
術
開
発
に
積
極
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
地
の
流

動
化
に
よ
る
中
核
農
家
の
育
成
と
、

中
核
農
家
を
中
心
と
す
る
兼
業
農
家

と
の
組
織
化
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
農

業
を
展
開
し
ま
す
。

め
ま
す
。

." 

農
産
物
や
工
芸
品
な
ど
特
産
の
振

良
質
米
生
産
の
高
位
平
準
化
に
一
層

繁殖牛の導入と里山の活用などにより「富山の牛」
を振興

む組UJ
 
取究研発開の組

稲

作

に

つ
い
て
は
、
転
作
の
緩
和

噺
行
措
置
を
生
か
し
な
が
ら
、
予
約
限
度

l々

一ロ打

開

問

数

量
達
成
を
め
ざ
し
て
、
「
意
欲
で
つ

旺
組
く
る
富
山
米
六

0
・
九
・
九
推
進
運

糸
川
υ
4
k
b

い
の
動
」
を
展
開
し
、
水
田
の
土
壌
診
断

し
め
新
た

興
に
つ
い
て
は
、
「
特
産
王
国
、
つ
く
り
」

推
進
事
業
を
創
設
し
、
全
国
的
に
も

努
力
し
ま
す
。

水
田
利
用
再
編
対
策
に
つ
い
て
は
、

米
需
給
の
長
期
的
見
通
し
を
ふ
ま
え
、

麦
、
大
豆
な
ど
を
本
県
の
主
産
作
物

誇
れ
る
特
産
物
の
生
産
の
振
興
や
販

路
の
拡
大
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
対
策

と
し
て
定
着
す
る
よ
う
条
件
整
備
に

努
め
ま
す
。

な
ど
を
展
開
し
ま
す
。

技
術
開
発
に
つ
い
て
は
、
生
産
と

畜
産
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
は
特

加
工
の

一
体
的
研
究
を
進
め
る
食
品

研
究
所
を
十
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ

か、

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

に
、
繁
殖
牛
の
導
入
と
里
山
の
活
用

な
ど
自
給
飼
料
生
産
体
制
の
整
備
を

図
り
、
「
富
山
の
肉
牛
」
の
振
興
に
努

し
た
生
産
技
術
の
確
立
、
優
良
肉
牛



新しい産業情報などの収集、提供の場として9月にオープ
する産業展示館

*1 _，~♂tRFE議~芝主義f空思F ザ
緑を守り育てることによって、森林
の多面的機能を活用

テクノポリスの建設に向けて施策を展開

機能の高度化、活性化の推進商庖街

置
県
百
年
記
念
事
業

置
県
百
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、

置
県
百
年
記
念
事
業
推
進
県
民
会
議

を
中
心
に
、
記
念
式
典
、
に
っ
ぽ
ん

新
世
紀
博
覧
会
、
全
国
育
樹
祭
、
富

山
の
あ
ゆ
み
展
、
県
民
体
育
大
会
、

県
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
、
各

種
の
事
業
や
行
事
な
ど
の
準
備
を
着

実
に
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
記
念
事
業
が
、
県
民
総

参
加
の
も
と
に
円
滑
に
行
わ
れ
、
新

し
い
県
づ
く
り
に
十
分
貢
献
す
る
も

の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
置
県
百
年
を
目
途
に
進
め

を
改
良
増
殖
す
る
た
め
の
新
技
術
の

開
発
な
ど
、
新
農
業
時
代
の
技
術
対

応
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
、
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
全
国
育
樹
祭

を
皇
太
子
ご
夫
妻
を
お
招
き
し
て
開

催
す
る
ほ
か
、
緑
資
源
の
造
成
と
、
森

林
の
も
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
て

い
く
よ
う
、
活
力
あ
る
地
域
林
業
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁

業
経
営
安
定
対
策
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
漁
礁
の
設
置
や
種
苗
生
産

施
設
な
ど
の
新
設
の
た
め
の
調
査
、

沿
岸
漁
業
開
発
公
社
(
仮
称

の
創

設
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
取
締
船
「
叙

山
丸
L

を
大
型
か
つ
高
速
な
も
の
に

更
新
し
ま
す
。

一一
一
創
造
性
一豊
か
な
Z
業
の
育
成
一一一
一

創
造
成
豊
か
な
工
業
を
育
成
す
る

企業誘致を積極的に推進 (八尾中核工業団地)

た
め
現
在
の
富
山
県
技
術
振
興
協
会

を
母
体
に
、
産
業
技
術
振
興
機
構
と

し
て
富
山
技
術
開
発
財
団
(
仮
称
)

の
設
立
を
進
め
る
な
ど
、
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
の
建
設
に
向
け
て
積
極
的
な
施

策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
立
地
助
成
制
度
に
加

え
、
長
期
か
つ
低
利
な
企
業
立
地
促

進
資
金
貸
付
制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、

富
山
新
港
工
業
用
地
、

富
山
八
尾
中

核
工
業
団
地
な
ど
県
内
各
地
へ
の
企

業
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

中
小
企
業
、

地
場
産
業
の
振
興
に

つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安

定
と
体
質
を
一
層
強
化
す
る
た
め
、

県
単
独
中
小
企
業
融
資
制
度
の
融
資

枠
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
信
用
保

証
機
能
の
充
実
に
努
め
る
な
ど
、
中

小
企
業
に
対
す
る
良
質
な
資
金
を
円

滑
に
供
給
し
ま
す
。
ま
た
、

凡
又
庸
丘

二

f
1
i

代
化
資
金
、
高
度
化
資
金
の
充
実
に

第
一=

一一}
…次

産

業

:の:
[振

本
県
の
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
消
費
者
二

l
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
企
業

体
質
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

」
の
た
め
、
中
小
商
業
対
策
と
し

と
と
も
に
、
広
く
全
国
に
紹
介
、
盲
一

伝
す
る
た
め
、
国
鉄
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
「
い
い
人
、

い
い
味
、

い
き
い

き
富
山
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

て
、
新
た
に
、
小
売
商
業
振
興
モ
デ

ル
商
工
会
事
業
を
実
施
し
、
商
庖
街

機
能
の
高
度
化
、
活
性
化
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
県
民
の
芸
術
文
化
や
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
高
ま
り
に
伴
い
、
こ
れ

全
国
的
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展

開
し
ま
す
。

産
業
展
示
館
に
つ
い
て
は
、
九
月

に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
が
、
今

も
努
め
ま
す
。

地
場
産
業
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
場
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
と
づ

き
、
新
商
品
開
発
、

需
要
開
拓
、
後

継
者
育
成
事
業
な
ど
総
合
的
な
振
興

10  

策
を
推
進
し
ま
す
。

薬
業
に
つ
い
て
は
、
薬
業
振
興
資

金
の
融
資
枠
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
新
商
品
の
開
発
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。

血
八一

ら
へ
の
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
を
図
る
た

め
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
産
業
施
設
整

備
資
金
を
創
設
し
ま
す
。

観
光
開
発
に
つ
い
て
は
、
豊
富
で

優
れ
た
観
光
資
源
を
、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
誇
り
を
も

っ
て
守
り
育
て
る

後
新
し
い
産
業
情
報
、
貿
易
情
報
な

ど
の
収
集
、
提
供
の
場
と
し
て
、
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

一一軍
吉川
一一用
…一一
一
一一一一一ー
の
一一一一
安
一一一一一
{
疋

たし応対レし度宣問の一
時
る
と
と
も
に
、
各
種
の
雇
用
援
助
制

業
施
度
の
総
合
的
活
用
に
加
え
、
高
年
齢

産

実
人
ゆ
者
特
別
求
人
開
拓
員
を
配
置
し
て
、

立
本
布
市

革
訓
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
と
雇
用
の

よ山
m
A
=市

技
職
安
定
を
図
り
ま
す
。

最
近
の
雇
用
情
勢
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
引
き

続
き
、
雇
用
の
実
態
の
把
握
に
努
め

て
き
た
、
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
、

富
山
新
空
港
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
、
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
大
体
育
館

な
ど
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

施
策
の
実
施
の
た
め
に

以
上
の
施
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
次
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
行

っ
て
い
き
ま
す
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
財

政
改
革
検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
新
年
度
予
算
の
編
成

に
際
し
、
企
業
局
開
発
課
の
廃
止
、

一
部
局
一
係
の
削
減
な
ど
の
行
政
機

構
の
簡
素
合
理
化
、
許
認
可
事
務
の

合
理
化
、
事
務
の
機
械
化
、
民
問
委

託
の
推
進
な
ど
の
事
務

・
事
業
の
見

直
し
、

Q
C
運
動
に
よ
る
事
務
改
善

ま
た
、
新
た
に
パ

l
卜
雇
用
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
パ
ー
ト
雇
用
に
関

す
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

職
業
訓
練
に

つ
い
て
は
、
全
国
に

先
が
け
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
科
目

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
中
高
年
齢

者
向
け
多
能
工
養
成
訓
練
の
導
入
を

の
推
進
、
補
助
金
の
整
理
合
理
化
な

ど
に
つ
い
て
、
予
算
に
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
定
数
に
つ
い
て
も
、

教
職
員
と
警
察
官
を
除
き
、
据
置
き

ま
す
。

今
後
と
も
、
県
民
ニ
ー
ズ
の
動
向
、

国
の
行
政
改
革
の
方
向
な
ど
を
十
分

に
見
極
め
な
が
ら
、
行
政
の
簡
素
効

率
化
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

県
民
に
聞
か
れ
た
県
政
を
推
進
す

る
た
め
、
ま
ち
ま
わ
り
を
は
じ
め
と

す
る
公
聴

・
広
報
活
動
の
充
実
、
行

図
り
、
近
年
の
技
術
革
新
、
産
業
構

造
の
高
度
化
に
対
応
し
ま
す
。

労
働
福
祉
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者

の
金
融
対
策
を
充
実
す
る
ほ
か
、
新

た
に
「
働
く
婦
人
の
集
い
」
を
開
催

す
る
な
ど
勤
労
者
福
祉
の
増
進
に
努

め
ま
す
。

1 1 

政
窓
口
の
改
善
に
務
め
る
ほ
か
、
新

た
に
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
検
討
委

員
会
を
設
け
、
そ
の
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、
公
文
書
セ
ン
タ
ー
の
調

査

・
研
究
も
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
計
画
県
政
を
進
め
る
た

め
、
新
し
い
県
民
総
合
計
画
の
進
行

管
理
を
行
い
、
施
策
の
着
実
な
実
施

を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
の
計

画
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に
先
見

性
を
も

っ
て
こ
た
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
必
要
な
調
査
・
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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昨
年
答
申
さ
れ
た
富
山
県
民
総
合
計
画
の
中
で
、
二
十
一
世
紀

に
向
っ
て
、

「日
本
一
の
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
県
」、「
日
本
一
の
花
と

緑
の
県
」
、
「
日
本
一
の
科
学
・
文
化
県
」
の
三
つ
の
日
本
一
の
実

現
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ

こ
れ
か
ら
の
健
康
"
つ
く
り
に
は

運
動
が
大
切

よ
く
、
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、

食
事
と
休
養
と
運
動
の
三
つ
が
必
要

だ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
食
事
の
方
は

だ
ん
だ
ん
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
と

凶
ザ
フ
ん
で
す
。
現
在

一
番
不
足
し
て

い
る
の
が
運
動
で
す
ね
。

休
養
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
は
、

完
全
休
養
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
今
は
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
彼

労
回
復
に
は
運
動
が
よ
い
と
い
う
こ

〈
れ
て
し
ま
う
中
年
の
方
も
い
ら
っ
し

や
る
ん
で
す
。

富
山
県
人
の
場
合
、
仕
事
に
熱
心

で
、
運
動
の
こ
と
ま
で
、
考
え
る
暇

が
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

と
で
、
休
養
の
中
に
も
運
動
と
い
う

要
素
が
入

っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
守つ

く
り
に

一
番
必
要
な
の
は
運
動
じ

ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
り
り

っ
ぱ
な
体
を
つ
く

っ
て
も
、
運
動
を

し
な
い
で
、
じ

っ
と
し
て
い
る
と
体

力
が
お
ち
る
だ
け
で
な
く
、
体
の
組

織
自
体
の
能
力
が
低
下
す
る
こ
と
に

三辺忠雄さん

略歴昭和33年9月26日生
県立富山商業高校卒
順天堂大学体育学部体育学科卒

高校、大学と4001Jeハードルなど
陸上競技で活躍

現在、(財膚山県総合健康増進事

業団職員として、富山県健康増

進センターで受診者の運動を指
導

し
か
し
、
健
康
で
あ
っ
て
は
じ
め

て
、
良
い
仕
事
が
で
き
る
の
で
す
か

ら
、
日
項
か
ら
、
運
動
す
る
よ
う
に

心
が
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

運
動
し
よ
う
と
す
る

動
機
づ
け
が
必
要

そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
運
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と

ひ
じ
よ
う
に
難
し
い
ん
で
す
口

や
は
り
、
健
康
守
つ
く
り
の
た
め
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て

運
動
し
よ
う
と
い
う
意
志
を
も
っ
て

い
た
だ
く
し
か
な
い
で
す
ね
。

し
か
し
、
も

っ
と
運
動
し
ま
し
ょ

う
と
言
葉
で
い
つ
で
も
な
か
な
か
で

き
な
い
の
が
現
状
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
に
、
運
動
に
今
ま
で
関
心

の
な
か
っ
た
方
や
中
高
年
の
方
に
と

つ
て
は
。

そ
こ
で
、
ど
う
し
て
も
運
動
す
る

動
機
づ
け
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

そ
の
動
機
づ
け
と
し
て
、
気
軽
に

運
動
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い

で
す
ね
。

大
き
な
も
の
じ
ゃ
な
く
て
、
雨
風

が
し
の
げ
、
簡
単
な
健
康
器
具
が
置

い
て
あ
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
。

そ
こ
へ
、
そ
の
地
域
の
人
が
集
ま

り
、
楽
し
く
運
動
し
な
が
ら
、
自
分

の
体
力
に
あ

っ
た
仲
間
を
つ
く
っ
て

い
く
。
仲
間
が
で
き
れ
ば
、
今
ま
で

運
動
に
無
縁
だ

っ
た
人
も
運
動
し
や

す
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
。

し
か
し
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

運
動
と
健
康
と
の
関
係
を
示
し
た
デ

ー
タ
を
示
す
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
運
動
に
関
心
が
な
い
人
に
も
運

動
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
を
お
こ
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
-
7
か
。

例
え
ば
、
タ
バ
コ
だ
と

一
日
何
本

吸
う
と
平
均
寿
命
が
何
年
ち
ぢ
ま
り

ま
す
と
い
う
デ
l
タ
を
示
せ
ば
、
タ

ば
よ
い
か
を
、
現
在
活
躍
中
の
若
者
の
み
な
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
、
そ
の
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
運
動
指
導
員
三
辺
忠
雄
さ
ん
に

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

な
る
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
は
生
活
の
中
で

体
を
動
か
す
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
少
な

く
な

っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

い
い
例
が
、
都
会
人
の
方
が
地
方

の
人
よ
り
も
、
今
は
体
力
が
あ
る
と

い
う
現
状
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

都
会
で
は
、
車
で
通
勤
す
る
と
不
便

な
た
め
、
電
車
な
ど
で
通
勤
す
る
人

が
多
く
、
足
や
腰
が
強
く
・
な

っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
地
方
で
は
、
マ
イ
カ

ー
通
勤
が
多
く
、
体
力
も
弱
く
な

っ

て
い
る
ん
で
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
な
い
で

階
段
を
登
る
と
か
・・・
少
し
で
も
日
常

生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
必

l
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要
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
で
き

な
い
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

ど
う
し
て
運
動
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
い
う
と
、
食
事
の
方
は
、

腹
が
す
く
と
食
べ
な
さ
い
と
命
令
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
運
動
の

方
は
、
運
動
不
足
だ
と
感
じ
る
と
こ

ろ
が
な
い
ん
で
す
。

守2

だ
か
ら
、
体
が
運
動
し
た
い
と
い

う
要
求
を
ま

っ
て
い
る
と
死
ぬ
ま
で

運
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
・
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
聞
は
動
物
と
違

っ
て

意
志
を
も

っ
て

い
ま
す
か
ら
、
運
動

し
よ
う
と
す
る
意
志
を
も
て
ば
、
一
連

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

富
山
県
人
は
運
動
不
足

私
が
こ
の
職
業
に
つ
い
て
A

一年
経

過
し
ま
し
た
が
、
富
山
県
の
場
合
、

他
県
と
比
較
し
て
運
動
に
対
し
て
は

無
関
心
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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パ
コ
を
や
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
ま
す
ね
。

し
か
し
、
現
在
、
運
動
と
健
康
の

関
係
を
示
し
た
デ
l
タ
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
に
、
運
動
し
な
さ
い
と
い

つ
で
も
、
あ
ま
り
説
得
力
が
な
い
ん

で
す
。今
後
は
、
だ
ん
だ
ん
と
デ
l
タ
が

集
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
中
高
年
層

を
中
心
に
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
欲

し
い
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
、
適
切
な
指
導
も
で

健
診
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ

た
方
の
ほ

と
ん
ど
が
、
運
動
不
足
な
ん
で
す
。

例
え
ば
、
版
筋
運
動
が

一
一
山
も
で

き
な
い
婦
人
や
軽
い
運
動
で
す
ぐ
倒体力測定の説明を行う三辺さん (健康増進センターで)

13  

き
る
ん
で
す
。

ま
た
、
指
導
す
る
上
で
今
後
は
、

運
動
と
医
学
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
な
れ
ば
、
各
人
の
体
に
あ
っ

た
運
動
指
導
が
で
き
、

一
層
健
康
ゃつ

く
り
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

」
の
よ
う
に
、
運
動
の
た
め
の
デ

ー
タ
や
指
導
が
充
実
し
て
く
れ
ば
、

す
べ
て
の
人
が
日
常
生
活
の
な
か
で

気
軽
に
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
、

健

康
づ
く
り
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。



加
茂
神
社
の

や
ん
さ
ん
ま
祭
り

五
月
四
日
、
加
茂
神
社
で
は
、
一
般
に
H

ゃ
ん
さ

ん
ま
ο

と
呼
ば
れ
て
い
る
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
H

ゃ
ん
さ
ん
ま
H

は
、
「
流
鏑
馬
」
の
な
ま
っ
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
祭
り
は
、
走
馬
か
ら
は
じ
ま
り
、
神
幸
式
、

概
尻
町
式
、
御
拠
品
昨
惹
飾
、
前
面
和
式
、
俳
拠
所
持
楽
の
傷
、

還
御
、
例
祭
式
、
九
遍
式
、
流
鏑
馬
式
の
順
に
神
事

、が
行
わ
れ
、
な
か
で
も
牛
乗
式
と
流
鏑
馬
式
が
有
名
。

牛
乗
式
は
、
日
本
で
も
、
こ
の
社
だ
け
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
牛
を
す
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

田
の
神
様
が
こ
の
地
に
留
ま
り
、
五
穀
罫
擦
が
も
た

ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
田
の
神
を
乗
せ
た
牛

を
座
ら
せ
よ
う
と
若
者
の
力
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
流
鏑
馬
式
は
、
駆
け
る
馬
上
か
ら
矢
を
射

て
、
的
に
当
て
る
神
事
。
射
ら
れ
た
矢
の
響
き
は
、

老
杉
聞
に
こ
だ
ま
し
、
多
く
の
群
衆
が
そ
の
神
技
に

酔
い
、
こ
の
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

射
ら
れ
た
矢
は
、
神
秘
的
な
除
魔
招
福
の
霊
符
と

信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
矢
を
手
に
入
れ

よ
う
と
、
的
射
ご
と
に
群
衆
の
聞
で
取
り
合
い
が
行

わ
れ
ま
す
。

14 

駆
け
る
馬
上
か
ら
満
身
の
力
を
乙
め
て
放
た
れ
た
矢
を
見
つ
め
る
群
衆

E
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置
県
百
年
記
念

「
富
山
の
あ
ゆ
み
展
」
開
催

期
間

5
月
7
日
3
5
月
鈎
日
(
お
日
間
)

会
場
富
山
県
民
会
館
一
階
展
示
場

北の荒海を航海する北前船(再現図)
北海道の斐易に明治まで活躍(作画・谷井建三・魚津市出身)

太
政
官
で
富
山
県
を
設
置
し
た
原
議
を

元
老
院
(
国
会
に
相
当
)
で
確
認
し
た
文

書
、
「
閲
」
の
角
印
は
、
天
皇
検
閲
の
印

(国
立
公
文
書
館
蔵
)

一
丸
斗
ぺ
陀
よ
念
日

2
4・
7
:

、Jmj
p
保
引
冷
忍
十
〈
方
議
官
い
明
J
-
一郎可

ι27手
，
早
お
ど
古
p

d

J

山
之
ご
ず
手
品
、

8
z一回
叫

I怠i求

;i宝章
丸岡

i手I~ i

した富山県

県令の時代)

明治18年、富山市総曲輪で開校
中学校 (現富山高校-初代国重

前田正甫公反魂丹役所視察のジオラマ

今
年
の
五
月
九
日
で
、
富
山
県
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
満
百
年
を
迎
え
ま
す
。

百
年
の
富
山
の
あ
ゆ
み
を
回
顧
し
先
人
の
努
力
の
あ
と
を
し
の
び
、
新
し
い

世
紀
へ
の
出
発
点
と
し
よ
う
と
す
る
の
が
こ
の
展
賞
会
で
す
。

展
覧
会
の
内
容
と
展
示
物

富
山
の
風
土
と
歴
史

テ
i
マ
I

雄
大
で
豊
か
な
自
然
も
、
ひ
と
た

び
荒
れ
れ
ば
厳
し
い
自
然
と
な
っ
て

県
民
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
口

こ
う
し
た
自
然
の
中
に
生
き
抜
い

た
先
人
た
ち
の
不
と
う
不
屈
の
精
神

や
勤
勉
さ
、
進
取
の
気
性
を
歴
史
の

テ
ー
マ

E
自

.JL 

度
重
な
る
県
域
の
変
更
で
県
治
は

定
ま
ら
ず
、
そ
の
上
石
川
県
と
の
合

併
で
、
越
中
の
住
民
の
悲
願
で
あ
る

治
水
も
思
う
ま
ま
に
な
ら
ぬ
先
人
の

苦
難
と
分
県
運
動
か
ら
、
富
山
県
が

独
立
す
る
ま
で
の
努
力
の
あ
と
を
し

営
み
の
中
か
ら
再
確
認
し
ま
す
。

水北主
害前な
地船展
をの示
沃?交物
野易 〉

変
え

る

農
民

-
拡
大
す
る
越
中
売
薬

す

る

富

山

県

16 

の
び
ま
す
。

〈
主
な
展
示
物
〉

・
米
沢
紋
三
郎
分
県
建
白
書
(
写
)

-
元
老
院
提
出
の
石
崎
謙
建
白
書

-
大
政
官
の
富
山
県
設
置
原
議

テ
ー
マ
直

郷
土
づ
く
り
の
一

O
O年

置
県
以
来
、
約
半
世
紀
は
河
川
改

修
が
県
政
の
大
半
を
占
め
ま
し
た
。

農
地

・
用
水
を
整
備
し
、
神
通
川
廃

川
地
の
都
市
化
、
交
通
機
関
の
整
備

の
過
程
を
た
ど
り
ま
す
。

〈主
な
展
示
物
〉

・
河
川
改
修
の
父
、
オ
ラ
ン
ダ
人
デ

レ
l
ケ
に
関
す
る
資
料

-
愛
本
橋
模
型
(
宇
奈
月
中
生
徒
作
)

-
交
通
機
関
の
発
達
模
型
や
資
料

テ
ー
マ

U

産
業
の
あ
ゆ
み
の
一

O
O年

本
魔
と
い
う
災
い
を
福
に
転
じ

本
力
発
電
を
起
こ
し
た
先
人
の
英
知
。

こ
と
に
「
県
営
電
気
事
業
」
は
他
県

に
例
を
見
な
い
事
業
で
、
こ
れ
を
契

機
に
富
山
県
の
工
業
化
が
進
み
ま
し

た
。
明
治
以
来
、
米
の
増
産
に
取
り

テ
ー
マ

V

組
ん
だ
農
業
、
育
て
る
漁
業
の
発
展

経
過
な
ど
を
た
ど
り
ま
す
。

〈七
な
展
示
物
〉

.
本
力
発
電
の
発
注
資
料

※シオラマ

場面を人形様相を使って再現したもの

-
工
業
の
発
達
資
料

・
農
・
漁
業
の
資
料

県
民
の
く
ら
し
の
一

O
O年

「
水
禍
L

と
「
貧
困
L

か
ら
依
け
出

し
、
教
育
の
充
実
、
県
民
の
く
ら
し

や
文
化
の
向
k
に
至
る
県
民
の
く
ら

し
の
百
年
を
た
ど
り
ま
す
。

町主
ゃな
村展
の示
く物
ら 〉

し
の
、※

ン

オ
フ

マ

-
県
出
身
ス
ポ
ー
ツ
選
子
の
メ
ダ
ル

・
教
育
の
発
達
の
姿
、
教
育
の
心

qフ

テ
!
マ
羽
象
徴
立
山
と
ふ
る
さ
と
の
誇
り

放課後を利用して、愛本橋の模型を製作する
宇奈月中学校の生徒たち

し
、立

心山
にの
鞭1雄
打大
っさ
温41を
と県
し民
ては
き誇
まり
しと

た
L

仏
山
を
鑓
仰
し
た
先
人
の
心
を
再

確
認
し

現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
る

と
と
も
に

ふ
る
さ
と
か
ら
雄
飛
し

銅
剣l錫
岳 杖
山 の

項 頭"
発面
見桁
疋

重
安
x 
1ヒ
tH 

初
公
開

-
鍋
造
立
山
神
像
(凶
桁
定
重
要
文
化
財
)

・
木
造
慈
興
上
人
座
像
(江
山
開
山
、

凶
指
定
重
要
文
化
財

た
人
々
の
活
躍
の
事
践
を
し
の
び
ま

す
。〈主

な
展
示
物
〉

-
立
山
登
山
の
変
選
資
料

-
先
覚
省
の
資
料

十
じ
イ

ン
チ
テ
レ
ビ
十
a

九
台
に

よ
り
、
大
画
面
、
半
分
の
画
面
な
ど
に

変
化
さ
せ
な
が
ら
、
富
山
県
行
年
の

断
史
と
発
展
の
あ
と
を
追
恕
し
、
新

し
い
世
紀

へ
の
白
覚
を
高
め
ま
す
。



置県100年記念

「富山を描く-100人100景」展
4月刊日(火)-6月刊日(日)

県
立
近
代
美
術
館
で
は
、
四
月
十

九
日

ωか
ら
し
ハ
月
十
九
日
間
ま
で
、

昭
和
五
十
八
年
度
の
第

一
企
画
と
し

て
「
富
山
を
描
く

l
m人
間
景
」
展

年
を
記
念
す
る
八
十
八
事
業
の

一
環

と
し
て
、
昭
和
五
十
三
年
四
月
か
ら

五
年
間
に
毎
年
二
十
人
、
現
代
日
本

を
開
催
し
ま
す
。

を
代
表
す
る
百
人
の
作
家
の
方
々
に

来
県
を
お
願
い
し
、
ふ
る
さ
と
富
山

」
の
展
覧
会
は
、
本
県
の
置
県
百

県
民
会
館
ホ

l
ル
は
、
昭
和
三
十
九
年
創
立
以
来
今
日
ま
で
、
数
多
く
の
芸

術
文
化
事
業
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

多
様
化
し
増
大
化
の
一
途
を
た
ど
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
施
設
の
整
備

が
、
強
く
望
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

十
八
年
余
を
経
た
現
在
、

こ
の
た
め
、

昨
年
五
月
に
、
県
内
外
の
有
識
者
及
び
利
用
者
の
方
々
に
よ
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

各
界
の
要
望
を
検
討
し
て
、

当
館
ホ
ー
ル
の
特
徴
を

生
か
し
た
、
施
設
整
備
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
そ
の
第

一
段
階
と
し
て
、

置
県
百
年
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
対
応

す
る
た
め
、
客
席
の
全
面
更
新
、
内
装
整
備
、

視
聴
覚
機
器
の
充
実
な
ど
の
整

備
事
業
が
十
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
施
工
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
椅
子
幅
を
四
十
四
刊
ン
か
ら
四
十
八
号
に
、

材
質
は
、

木
製
と
い
う
よ
う
に
、

ゆ
と
り
の
あ
る
観
賞
と
、
音
響
効
果
を
配
慮
し
、
色
調
に
関
し
て
は
、
全
体

18  

の
イ
メ
ー
ジ
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
オ
レ
ン
ジ
色
に
統

一
し、

機
能
性
の
中
に

も
豪
華
さ
を
持
た
せ
ま
し
た
。

② 

客
席
の
天
井
、

壁
面
の
塗
装
替
に
合
わ
せ
、
細
か
な
資
料
で
も
見
や
す
い

よ
う
に
客
席
灯
の
更
新
、

開
演
前
や
休
憩
時
間
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る

よ
う
に
ロ
ビ
ー
を
一
新
し
ま
し
た
。

③ 

国
際
化
時
代
に
対
応
し
て
、
同
時
通
訳
装
置
(
四
ヵ
国
語
ま
で
可
能
)
や

ビ
デ
オ
の
普
及
に
伴
な
い
学
会

研
究
発
表
な
ど
幅
広
く
利
用
で
き
る
ピ
デ

オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

l
装
置

舞
台
進
行
状
況
を
適
時
適
確
に
控
室
な
ど
に
送

る
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。

以
上
は
い
ず
れ
も
時
代
の
要
請
に
即
応
し
た
「
文
化
ホ

l
ル」

へ
の
新
た
な

対
応
と
い
え
る
整
備
事
業
で
あ
り

今
後
も
、
施
設
の
近
代
化
と
設
備
充
実
を

|苅
り

「
文
化
の
県
c

つ
く
り
」

の
推
進
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

叩

し
た
絵
画
を
新
た
に
製
作
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
構
想
の
も
と
に
進
め
ら

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

置
県
百
年
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
ユ

二
ー
ク
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
面
我
が
国
の
現
代
美
術
の

一
断
面

来
県
さ
れ
た
作
家
の
方
々
は
そ
れ

ぞ
れ
に
、
私
た
ち
が
平
素
な
に
げ
な

く
見
過
し
て
い
る
自
然
や
胤
俗
、
行

を
鮮
や
か
に
展
開
し
た
も
の
と
い
え

中
ま
!
レ
よ
弓
ノ
O

事
な
ど
を
新
鮮
な
感
性
に
よ
っ
て
と

ら
え
な
お
し
、
そ
の
奥
底
に
ひ
そ
む
深

い
歴
史
の
重
み
と
、
私
た
ち
富
山
県

そ
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
富
山

の
豊
か
な
自
然
や
風
俗
や
行
事
を
、
水

く
後
世
に
伝
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ

人
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
で
も
い
う

ヨ
ン
に
な
る
と
と
も
に
、
こ
の
展
覧

会
を
ご
観
覧
い
た
だ
く
皆
様
方
に
と

べ
き
も
の
を
見
事
に
描
き
だ
し
て
い

ま
す

っ
て
、
改
め
て
美
し
い
郷
土
を
見
な

お
す
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
展
覧
会
に
展
示
さ
れ
る
百
一

点
の
作
品
は
、
そ
れ
自
身
富
山
県
の

介9
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岩橋英遠「北陸路五月に入るJ(朝日町)
竹谷富士雄「舟かえる生地港J (黒部市)

姦 「上庄川河口J(氷見市)庫田

学「凍る空J(滑川市)渡辺

加藤東一「夜祭リJ (新湊市)

川崎鈴彦「行商J(魚津市)
三尾公三「冬の視角J(高岡市)

福井爽人「庄JIIJ (砺波市)

小泉淳作「常願寺川J(大山町)
三輪男勢「水芭蕉J(城端町)

武「鈴羊J (立山町)
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作
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石田(細入村)小嶋悠司「東猪谷の石仏」
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漬田台児「踊るJ(上平村)



ースに大
観光キヤ
ンぺ一、

」の観光キ
-¥7.... /，/"¥

.c 

??:::??j 
ノ¥:、さ
たく さん
あり ます
J、極力いっぱい

の5

11持21tiJF217;;
ミ

、いい昧
、いきい
き官J、一立

するため
、

4月25a
--8月24

日

いきいき富
山観光キャ
ンペーンオ
ープニング
セレモニー

“立山御神
火リレーに

参加しよう
"

4~11
・日時 叩

8 : 00~ 1 2 : 00 

H・場所 立
山~富山

県庁前広
場

fI.内容 立山
頂上で採

火した御
神火を全

国から募
集したラ

ンナーに

より富山
県庁前広

場までリ
レーしま

す。

・お問い
合わせ

立山黒部
宣伝セン
ター

干930富山
市桜町1-1
-36 (宮0

764-41-3
331)

いきいき
富山曳山

まつり

・日時
4/29(釦~5/5(木)、 10: 00~19 :

 00 

・場所
富山市五

福公園(
県営軟式

球場)

・内容
古く昔か

ら受け継
がれてき

た由緒あ
る曳山を

一堂に集
め祭

典を開催
します。

4/29 プラ
スノ〈ンド

4/29~5/1 、 5/3 、 5/5 曳山実
演

4/29~5/5 
民謡、太
鼓競演、
獅子舞競
演、郷土
民芸品コ
ーナ-

5/1 網ヲ|
き大会

5/3 のど
自慢大会
、マジツ

クショ ー

5/5 ミス
曳山コン
テスト、
ぬいぐる
みショー

・お問い
合わせ

いきいき
富山観光
キャンペ

ーン実施
協議会

〒930富山
市新総曲

輪1-7(県
観光物産
課内)

(ft0764-
31-4111)
 

富山テレビ
放送(樹

干930富山
市根塚町
828 (宮0

764-25ー
1111)

4
5
V
 

6月
いきいき

富山観光
と物産ま

つり

・日時
6/22(水)~

6/26(日) 10: OO
~ 18 : 30 

・場所
富山県民
会館斗富
山市)

・内容
雄大な大

自然と伝
統ある特

産品・新
鮮な山海

の味覚な
r、富山の魅力を

集めて祭
典を開催

します。

・お問い
合わせ

いきいき
富山観光
キャンベ

ーン実施
協議会

〒930富山
市新総曲

輪1-7
(宮0764-
31-4111)

いきいき
富山ふる
さと民謡
・民舞ま
つり

6何・日時 仰 (木ト6/川
町14:

 OO~ 同
17 : OO~ 

H・場所 富
山県民会

館ホール
(富山市

)

H・内容 郷
土色豊か

な民謡と
踊りを一

堂に集め
、祭典を
開催しま
す。

l・お問い合わ
せ いき

いき富山
観光キャ

ンペーン
実施協議

会

H 干930富山
市新総曲

輪1-7(宮
0764-31
-4111) 

ジョイフ
ル立山・
夏の祭典

7昨日時 川
7 : ∞~15 : 00 

H・場所 立
山山頂 ・

室堂(立
山町)

川・内容
ヤングア

ダルト立
山山頂に

大集合(
立山成人

登

拝)、立
山頂上結
婚式招待

(2組)

・お問い
合わせ

立山黒部
宣伝セン
ター

〒930富山
市桜町1-1
-36 (宮0

764-41-3
331)

富山県100
年記念に

っぽん新
世紀博覧

会

・日時 7/16ω~9/1 5休) 9:00~18:0
0 

(ピコフェア
)

・場所
置県100年

記念公園
太閤山ラ
ンド(小
杉町)

.k肉 「新世
紀への旅
立ち」を
テーマと
し、100年

記念館な
どの各

一 種
テーマ館

、野外劇
場、プレ

ーランド
が設けら

れ、躍動
す

る富山県
の姿が展
望できま
す。

・お問い
合わせ

にっぽん
新世紀博

覧会本部

〒930富山
市安住町
2-14 北日

本新聞社
内

(ft0764-
32-1111)
 

入場
が

当 fl 券

前売
券

同体券(
20名n1--，) 

一写真コ
ンテスト

-

R
7
 

7
5
9
 

いきいき
富山獅子

舞大競演
会

・日時
5/8(日)11

: OO~ 

・場所
高岡市体

育館、高
岡市街

・内容
県内に古
くから{
云わる華
麗な獅子
舞を一堂
に集♂めヂ

演会を開
催します

0

・お問い
合わせ

いきいき
富山観光

キャンペ
ーン芙〓

〓品安

〒930富山
市新総曲

輪1-7
(宮0764-
31-4111)

23  

R
 

R
 

4
5
8
 

いき富山
を写そっ

・月日 、 場所 4/25 (月)~8/24(水) 県内ー刊
一

・内容
富山県内

で撮影さ
れた、自

然、海の
幸 ・山の

幸、祭り
、モ

デル撮影
会、鉄道
旅行、い
きいき富
山イベン

とした写
真コンテ
スト。

・お問い
合わせ

いきいき
富山観光
キャンペ

ーン実施
協議会

千930富山
市新総曲

輪1-7(宮
0764-31-

4111)

22  



フ
レ
ッ
シ
ュ
フ.

ス

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
は
、
テ
ニ
ス
の
ス
マ
ー
ト
さ
と

楽
し
さ
を
、
手
軽
に
昧
わ
う
こ
と
が
で
き
、
誰
で
も
気

軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ま
た
、
狭
い
場
所
で
も
体
力
に
応
じ
た
運
動
量
で
、

き
わ
や
か
な
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
一

を
よ
り
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
願
い

を
こ
め
、
富
山
市
体
育
指
導
員
協
議
会
が
中
心
と
な

っ

て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
フ
レ

ッ
シ
ュ

テ
ニ
ス
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

一
ス
を
す
る
た
め
に
は

必
要
で
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
テ
ニ
ス
を
す
る
た
め
に
は
、
次
の
も
の
が

-コ
l
ト
:
:
:
:
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
コ

l
ト
を

利
用
し
ま
す
0

・
ネ
ッ
ト
:
:
・
:
:
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
、
不
ッ
ト
を
床
か
ら

一

日
の
高
さ
に
張
り
ま
す
。

-
ラ
ケ
ッ
ト
:
:
:
ラ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ミ

-
て
ア
ニ
ス
な
ど

の
シ
ャ
フ
ト
の
短
い
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用

し
ま
す
。
プ

レ
ー
し
や
す
く
、
パ
ー
ト

のナ
少!
なを
い誤
も つ
ので
を打
選 つ

也 んた
、、、でり

下す
さる
い危
険
'1宝

-4小l
ル
:
:
・
:
:
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
と

同
じ
サ
イ
ズ
の
ス

ポ
ン
ジ
ボ
l
ル
が

プ
レ
ー
を
楽
し
む

う
え
で
ち
ょ
う
ど

よ
い
弾
み
か
た
を

し
ま
す
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
一ア

一
ス
の
ル
ー
ル
は

ダ
ブ
ル
ス

ら
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー
ク

二
人

一
チ
l
ム
、
四
人
で
ゲ
l

(
-
牒
か
ら
下
)
で
打
ち
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
、

一
回
と
し
、
ネ

ッ
ト
イ
ン
(
レ
ッ
ト
)
の
場
合
は

ム
を
・
お
こ
な
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
サ
ー
ビ
ス
か
レ

や
り
直
し
ま
す
。

シ
ー
ブ
、
ま
た
は
コ
ー
ト
を
決
め

最
初
に
サ
ー
ビ
ス
し
た
プ
レ
ー

ま
す

ヤ
ー
は
、
そ
の
ゲ
l
ム
が
終
了
す

る
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
、
相
手

サ
ー
ビ
ス
は
、
ネ
ッ
ト
に
向
っ

て
右
側
ヘ
ラ
イ
ト
コ

l
ト
)
の
ベ

チ
ー
ム
は
、
必
ず
交
互
に
サ
l
ビ

ー
ス
ラ
イ
ン
後
方
か
ら
始
め
、
右

左
交
互
に
対
角
線
上
の
相
手
方
サ

ー
ビ
ス
コ
ー
ト
内
に
ボ
l
ル
を
打

ス
を
受
け
ま
す
。

得

点先合を
取は勝 一
し、とゲ

たそし|
方れ、ム

を以 三 は
勝後対四
と二三占
し点に先
ま連な取
す続 っし
。した .た

て場方

ち
込
み
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
は
、
ト
ス
し
た
ボ
l

ル
を
直
接
ま
た
は
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

さ
せ
て
、
べ

l

ス
ラ
イ
ン
後
方
か

一
試
合
は
七
ゲ
l
ム
と
し
、
四

サーブは、トスしたポールを直
接またはワンバウンドさせで、
アンダーハンドストローク (腰
から下)で打ちます。

ゲ
ー
ム
先
取
し
た
方
を
勝
と
し
ま

す
。(
場
合
に
よ
っ
て
は
、
五
ゲ
ー

ム
、
九
ゲ
l
ム
と
し
、
三
ゲ
l
ム、

五
ゲ
ー
ム
を
先
取
し
た
方
を
勝
と

し
ま
す
。)

サ
ー
ブ
と
レ
シ
ー
ブ

サ
ー
ブ
と
レ
シ
ー
ブ
は

一
ゲ
l

ム
終
る
ご
と
に
行
い
ま
す
。

チ
ェ
ン
ぃ
ン
コ
l
ト

チ
ェ
ン
ジ
コ
l
ト
は
、
奇
数
ゲ

ー
ム
が
終
る
ご
と
に
行
い
ま
す
。

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
軟
式
庭
球

の
ル
l

ル
に
準
じ
て
行
い
ま
す
。
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/.c、主ノ
今γ 会一一一一670ω1
/キl河8r:m/ 76crnノ
〆ー一一-…ι-396crn一γ←~/

:4V 
c. 610叩

一一一/

24 

私たちの楽しみフレッシュテニス
大門町の大門FTクラブ(会長 朴木健五郎さん)は、主

婦が中心になって昨年の 7月に結成されたフレッシュテニス

クラブです。毎週水 ・金曜日には、会員が大門町民体育館に

集まり、楽しく汗を流しています。

クラブ内の練習試合で優勝
した稲垣さんと朴木さん

稲垣靖子さん

私は子供に手がかからなく

なったので、このスポーツを

はじめましたが、ひじように

楽しいスポーツです。

朴木真智子さん

最近、運動不足だったので

このスポーツをはじめたんで

すが、簡単で、楽しく、スト

レスを解消することができます。
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こ
ん
な
場
合
は
、
反
則
と
な
っ
て

相
手
チ
ー
ム
の
得
点
と
な
り
ま
す
。

ア
ウ
ト打

っ
た
ボ
l
ル
が
、
ア
ウ
ト
コ

ー
ト
、
コ
ー
ト
外
の
物
体
も
し
く

は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ラ
ケ
ッ
ト
や
身

体
な
ど
に
ふ
れ
た
場
合

フ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ト

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
際
、
ベ
ー
ス

場
合
。

ボ
デ
ィ
タ
ッ
チ

ネ
ッ
ト
タ
ッ
チ

ラ
イ
ン
の
外
か
ら
行
わ
な
か
っ
た

ボ
ー
ル
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
身
体

ま
た
は
着
衣
に
触
れ
た
場
合
口

ラ
ケ
ッ
ト
や
身
体
が
ネ
ッ
ト
に

触
れ
た
り
ネ

ッ
ト
を
越
え
た
場
合
。

ド
リ
ブ
ル
ボ
ー
ル
が
同
一
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

よ
っ
て
連
続
し
て
打
た
れ
た
場
合
。

ツ
ウ
l
バ
ウ
ン
ド

二
回
以
上
バ
ウ
ン
ド
し
た
ボ
l

ル
を
打
っ
た
場
合
。



【
2月21白
星電北陸新幹線環境アセス案に対する

知事意見書提出

鉄建公団が昨年12月に発表した北陸新幹線の県内ル

ートの環境アセスメン卜(影響評価)報告書案に対す

る知事の意見書が、鉄建公団に提出されました。

公団では、これに基づきアセスメント報告書、見解

書をまとめ、工事実施計画書に添え運輸大臣に認可申

請することになります。

2月24日
~要量含雪ンドシンボルマーク決まる
7月に開園する県民公園太閤山ランドのシンボルマ

ークが決まりました。

県内外から545点が応募され、審査の結呆、高島謙三

さん (24歳、デザイナー)の作品が入選作に選ばれま

した。

この作品は、赤い丸と 3つの輪を形づくるライトブ

ルーのラインの組み合わせによって、太閤山ランドに

おける人と自然の新しい出合いを表現したものです。

このシンボルマークは、今後太閤山ランドの印刷物

や公園内の案内標識などに使用されます。

フjレー

0全体の形は、幸運を表わす四ッ葉のクローパーの型

で兜の太閤さん、紙の兜をかぶった元気な千供を思

わせ、また、太という文字のイメー ジも持っていま

す。

0赤い丸は、公園にやって きた人々 (特に一子供たち)、

さし昇る太陽のイメージ。

0ブルーのライン…水 (特にブール)、広場や園路、花

やチョウのイメー ジ、。

2フ

2月24日
麗火災防御図上訓練

強風下の火災を想定し、消防指揮関係者の技能向上

を目指した火災防御図上訓練が、県庁4階ホールで富

山市消防本部の各級指揮者ら50人が参加し て行われま

した。

この訓練は県内では初めての試みで、会場には、「火

災地域」の富山市大町、堀川小泉町を拡大した地図で

建物、消防車、救急車の模型を使って、火災状況に応

じた訓練が行われました。

強風下の火災を想定して行われた火災防御図上訓練

2月24日---3月12日
麗2月定例富山県議会開催
2月定例富山県議会が2月24日開催し、 17日間にわ

たる審議の結果、昭和58年度一般会計予算案、昭和57

年度補正予算案など100件を原案通り可決し、閉会しま

した。

昭和58年度予算案などを審議する2月定例県議会

2月25日
麗バイオテクノ口ジー(生命工学)

講演会開催

遺伝子組み賛え、細胞融合などによって目的に適合

する生物体を創り出し、これらの生物体の活動を応用

しようとするバイオテクノロジーの講演会が第一線で

活協中の研究者 2人を招き聞かれました。

この講演会は、昨年発足した県ノくイオテクノロジー

推進懇談会が、 バイオテクノロジーに対する正しい知

識と理解を深めてもらうために開催されたものです。

会場の県庁4附ホールには、県内の技術者など多数

の人が集まり 、バイオテクノロジーの現状と将来につ

いて熱心に耳を傾けました。

3月13白
鶴第2回北方領土返還要求富山県大会開催
北方領土返還要求運動富山県民会議 (会長・荻野幸

利|黒部市長)主催の第 2凶北方領土返還要求富山県大

会が、寓山市の第一生命ビルで聞かれました。

大会には、県内関係凶体から約200人が出席し、運動

への結束を誓 うとともに、大会宣言を採択しました。

引き続き、歯舞群島のシボツ島に在住していた小柳

幸ーさんが元居住者を代表して、島での経験を語り、

返還への願し1をアヒール。

最後に NHK解説委員萩原宏平氏の記念講演が行わ

れました。

北方領土の 1日も早い返還を求めて開催された
第2回北方領土返還要求富山県大会
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2月15日---3月15日

3月14白
磁新設3校の校章決まる
4月に開校する新設3高校の校章が次のとおり決ま

りました。

デザインを作成したのは、水橋高校が富山市教育委

員の安達勝三氏、呉羽が富山北部高校のデザインチー

ム、福岡高校が高岡高校の高長久俊教諭。

水橋高校….......・ H ・-・立山連峰から流れる清流と、

中央に富山県を象形する図

案を組み入れ、水橋のMと

高校のHを模様化し、水に

恵まれた美しい自然の中で

優れた知性、たくましし叶本

力、温かい心を育てる若人

の意欲を躍動的な形にまと

めています。

呉羽高校....・H ・....・H ・澄み切った青空を背景とし

た呉羽丘陵を形象化し、流

動感のある三本の曲線で英

知、感性、体力の三拍子の

調和のとれた人間形成に励

む生徒と、地域の人々、教

師の三者が協力し合って進

む学校の姿勢を示していま

す。

福岡高校....・ H ・-…-…福岡町周辺の山地に自生す

3月15日

る「蘭」に山並を配し、中

央の三角形と円で高い知性

と豊かな情操、強い意志を

内に秘めた高潔な人格を表

し、未来への可能性と発展

を象形化しています。

~東京で“いきいき富山"をPR
県では、 4月からはじまる「いきいき富山観光キャ

ンペーン」をひかえ、東京駅八重州北口の鉄道会館で、

東京の旅行、雑誌レ ジャー、テレビ、ラ ジオ関係の記

者を招き、富山県観光客誘致出向宣伝を行いました。

この宣伝説明会は、本県の魅力ある観光資源を雑誌、

テレビなどで、全国に紹介、宣伝してもらい、観光客

の誘致増大を図ろうと行われたものです。



4月の街頭献血日程
月日曜 場 所 B守 間 月日曜 場 所 時 間

4/ 1('鉛 氷見市民会館前 1 0:00~15:3o 4/1s:土)富山駅前 1o:oo~16:oo 
位)富山駅前 1o:oo~16:o。 1a幼 大沢野町図書館前 1 0:00~15:3o I 
位)高岡駅前 1 0:00~15:3o 2雄)新湊市役所前 1o:oo~15:3o 

出3滑川市役所前 1 0:00~15:3o 2紅)富山駅前 1o:oo~16:oo 

9:iJ 入善町役場前 1 0:00~15:3o 2紅j高岡駅前 1 0:00~15:3o 
世)富山駅前 1o:oo~16:oo 24(日)高岡駅前 1o:oo~15:3o 

批)高岡駅前 1o:oo~15:3o 2穴水)庄川町役場前 1o:oo~15:3o 

1α8)富山西武前 1 0:00~16:oo 3位)富山駅前 1 0:OO~16:OO 
1制立山町制嗣 110:0ト 15拍 3世)高岡駅前 1o:oo~15:3o 

w:土j魚津サンプラザ前 1o:oo~15 ・ 30

県

-おわび

先月号「こちら消費生活セ ンターです」の21ページにrli訪問販売

法」が適用される場合であっても、現金で一括払いすること。(クー

リング・オフの行使はできません。bとあるのは rli"訪問販売法」が
適用される場合であっても、現金で一括払いするとクーリ ング・オ

フの行使はできません。」の誤りでした。

富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮富山31-4111附

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
E高岡21-9411

魚津新宿10-7(総合庁舎内)
雷魚津24-5311

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
包砺波 3-5151 

県政についてのご相談は県民相談室ヘ

-昭和58年度中小企業設備近代化賞金の第T回申込受付について
県子は、中小企業設備近代化資金の第 l回の申込受付を次のとお

り行います。

申込受付期間 4 月 15 日 ~ 4 月 30 日

申込先 各市町村商工事務担当課

この資金は、中小企業者の皆さんの設備の近代化に必要な資金を、

県が直接融資するもので、条件は次のとおりです。

貸付金額 設備額の40~50%以内で、 1 ， 500万円を限度とします。

貸付利率無利子

貸付期間 5年 (公害防止設備は12年)以内

貸付対象業種及び設備 182業種、 52~設備が定められており 、 58

年度中に設置される設備が対象となります。

詳細については、最寄りの市町村、商工会、商工会議所または、県

庁中小企業課 (ft0764-31-41l1内線510)までご照会ください。.r富山県婦人週間のつどし¥J開催
4月10日から始まる婦人週間の記念行事として、“あらゆる分野へ

の男女の共同参加"をテーマに「富山県婦人週間のっと‘い」を開催

いたします。女性の方はもとより男性の方も多数ご参加ください。

O日時昭和58年4月15日(劃 午前10時から
。場所富山県教育文化会館

。開催行事 ・第I部(午前)婦人問題富山県民会議
パネルディスカ ッシ ョン “男女の共同参加について"

・第H部 (午後)講演
“これからの女性像"

・犬を飼っているみなさんへ

4月1日から約1ヵ月間、県下各地において犬の登録と春の狂犬

病予防注射を実施いた します。みなさん必ず受けま しょ う。

登録および予防注射の日時・会場などの詳細については、最寄り

の保健所や市町村役場にお問い合わせください。

最近、犬による苦情や事故な どが多発する傾向にあります。これ

らは、無責任な飼p主による放し飼いや捨て犬が大きい原因です。

このような飼い主に対しでは、犬の危害防止条例により厳重に処

罰されます。

飼い主の方は、他人に迷惑がかからないよう責任をも って犬を正

しく飼いましょう。

お3震の闘にお届けします県広縁

~ 

柔

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

談相民
秋山ちえ子 (評論家)

① 

ど
優
秀
な
地
場
産
業

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
六
日
に
、

高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
が
完

成
し
ま
す
。

住
民
と
地
場
産
業
の

交
流
を
通
じ
て
、

高岡市開発本町 1-1 
ft 0766一(25)-8283 

高岡地域地場

産業色ジター

般
の
方
に
よ
り
郷
土

当
セ
ン
タ
ー
は
、
県
西
部
地
区
の

地
場
産
業
の
総
合
的
振
興
、
相
互
交

流
な
ど
の
中
核
的
拠
点
と
し
て
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

の
産
業
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
場
と
し
て

の
役
割
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、

地
場
産
業
界
の
新
製
品
開

発
、
人
材
育
成
、
需
要
開
拓
な
ど
の

振
興
事
業
を
展
開
す
る
ほ
か
、
地
域

ま
た
、
高
岡
銅
器

漆
器
、
井
波
彫
刻
な

4月26日のオープンを
待つばかりの高岡地域

地場産業センター

を
有
し
て
い
な
が
ら

地
理
的
知
名
度
の
点
で
な
じ
み
が
う

す
か
っ
た
た
め
、
需
要
開
拓
の
面
で

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
・
な
っ
て
い
ま
し

た

容

施設名 階 rrI 備 考

-地場産業
地場産業の歴史的資料観光

資料展示室 1-2 320.00 施設のパノラマ 曳山のミニ
ュチア等の展示

常設展示場 1-2 1.315.39 地場産品の常設展示・即売

見開催本場市・展示会等 2 823.43 イス約1，000席，ステージ付
※664.00 

和室研修室 2 112.20 50人収容

屋外展示場
2 ~皆 (267.00) 大型展示物の野外展示テラス

組合事務室 3 81.54 漆器1，銅器3組合

会議室 3 102.98 60人収容

研修室 3 46.91 25人収容

公益施設 4 66.45 高岡市工芸デザイン指導所

商品開発室 4 62.00 デザイン開発等に供する

試作室 4 44.55 

スクール実習室 4 58.34 地腸産業の後継者育成

情報資料室 5 18.31 地場産業資料の収集

242.82 固定席約2∞人収容
講演研修ホール 5 経営者セミナ一等に供用

※186.60 ステージ付

内
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百又施要主

富山テレビ i110万人のひろば
ークイズ/フォーカスインー」
県内のいろいろな話題、さまざまな施設、みなさ

んの関心事などを、クイズ形式で楽しく紹介する、

ふるさと再発見番組です。

毎週日曜日、午前9時.......9時30分

広報課では、この「県広報とやま」のほか、テレ

ビ、新聞などの媒体を活用して、県の施策の紹介や

暮しに欠かせない情報を提供しています。
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県の主な施策や事業を紹介し、当面する課題をみ

なさんと一緒に考えるとともに、生活情報を提供し

ます。

0北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第 2土曜日「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日「みんなの県政」

0朝日、毎日

毎月第 2・最終土曜日「県からのお知らせ」

28  

「こんにちは富山県で、す」

県政の諸施策、問題点を、みなさんに知っていた

だくための番組です。 また、今年度は、置県100年特

別企画を シリーズで行います。

毎週日曜日、午前8時......8時30分

今月の「こんにちは富山県で、す」

3日 富山県ごとしの予算

10日 若者はいま(県広報映画)

17日 知事に聞く

24日 iE県 lOOq~科目 IJ{G: pl f!

KNB 
地場産品が展示される常設展示場

グリーンプラン第34回富山県植樹祭
場所滑川市東福寺野

・的8........5/5チューリップ農業祭
場所砺波市

.%9........5/5いきいき富山大曳山まつり
場所富山県五福公園

%0........5/5全国伝統工芸品展
場所 高岡地域地場産業センター

県土美化運動
場所県内全域

411' ........ 

• %8 ~4月の置県百年記念行事
.3126........析7第14回日展富山展

場所富山県民会館

.0/19........引9r富山を錨<-100人100景」展
場所県立近代美術館

析9........0/19県立近代美術館参観招待
場所県立近代美術館

・竹5........沿いきいき富山観光キャンペーン
場所全国



• 

く〉規格 16ミリ フィルムおよびビデオテープ

放映時間・・….30分

。利用申込先

富山県知事公室広報課

〒930富山市新総曲輪1-7宮0764-31-4111

富山県視聴覚ライブラリー

県踏報「若者はいま」完成

勉強に励み、スポーツに汗し、

芸術にわち込む若者たち。この若

者たちの真剣な姿を映し出した県

政映画“若者はいま-明日を拓

く人づくり=が完成しました。

「人の集まるところに出て、自

分を試したい /J、「たくさんの友

人と一緒に将来を考え、生きてい

きたい/J、「も っと若い奴、入っ

てこい/J、「どうあろうと、ゃっ

ばり伝統は守っていきたい/Jと

富山に生きる若者たちが、現在、

将来について語り合い、そして「み

んな迷っている。でもみんな力を

R宇えている。明日を生きる力を、

若い体にため込んで、いる。その力

は、明日の富山県の力だ」とナレ

ーターの常田富士男さんは結んで

いるこの映画。

どうぞ、機会をつく ってご覧く

ださい。
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